
 

 

 

 

  

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

キャビア等商品化に向けたチョウザメ養殖への環境改善システム導入 

株式会社東成園 

１．経営革新計画策定のきっかけ 

 当社は、平成 16年からチョウザメの養殖に取り組み、平成 18年 7月に創業しました。稚魚を購

入し、成魚になるまで長期間育ててきました。養殖に成功するまでのノウハウを身につけてきまし

たが、商品化することを取り組みしたいと考えていたところ、商工会より、経営革新計画の紹介を

受け計画の策定をすることになりました。 

 

２．計画の概要 

                      「キャビア等商品化に向けたチョウザメ養殖への環境 

        改善システム導入」 

①養殖場へマイクロバブル技術を導入し水の環境

改善 

②チョウザメの加工やキャビアを活用した地域の

特産品開発 

 

３．経営革新の成果、現在の取り組み状況 

  稚魚から成魚になるまで 8年～10年の歳月がかかり、その 

期間の養殖場のハウスの管理(防犯・害虫・紫外線対策)、 

池の濾過システム、魚の管理までチョウザメの養殖に時間 

をかけ、やっと商品化できることになりました。 

 

４．経営革新計画を策定した感想 

  チョウザメが稚魚から成魚まで育ち、キャビアの生産がで 

きるようになり、ようやく商品として完成しました。 

 

５．今後の事業展開・目指すべき企業像 

  養殖場の水質浄化し、チョウザメをさばき、フィレやスモ 

ークにして真空パックし、キャビアは瓶詰めし商品化する。 

今後は、茨城県産のチョウザメを加工した商品開発するこ 

とで地域の店で使っていただき、質の高いチョウザメを飼 

育していきたいと思っております。 

 

経営革新計画承認テーマ 

「キャビア等商品化に向けたチョウザメ養殖への環境

改善システム導入」 

計画承認      平成 26 年 6 月 

活用した支援策   なし   

企業の概要 

所在地：茨城県石岡市東成井 2838-1 

代表者：中島 重雄 

業 種：魚介類の養殖加工販売 

資本金・従業員数：6,000千円・1名 

ＴＥＬ：0299-46-6031 

 

チョウザメを稚魚から成魚になるまでの養殖場の環境整備 

チョウザメの加工やキャビアの商品開発 

 

 

 

チョウザメの加工品 

チョウザメ 

 
チョウザメの養殖場 


